
（
１
）
去
る
２
０
２
３
年

月
２
日

（
月
）

時
、
仙
台
高
等
裁
判
所
第
３

民
事
部
に
お
い
て
、
控
訴
審
第
１
回

口
頭
弁
論
期
日
・
進
行
協
議
期
日
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
進
行
協
議
期
日
で
は
、
裁
判

所
か
ら
、
裁
判
所
が
考
え
る
判
断
枠

組
み
の
考
え
方
、
及
び
進
行
方
針
に

つ
い
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
報
告

し
て
い
る
と
お
り
で
す
。

そ
し
て
、
翌
日

月
３
日
、
弁
護
団

の
同
期
日
に
お
け
る
要
望
に
添
う
形

で
、
裁
判
所
が「
第
１
回
口
頭
弁
論

期
日
後
の
進
行
協
議
期
日
に
お
け
る

確
認
事
項
（
メ
モ
）
」
と
い
う
書
面
で
、

控
訴
人
ら
に
確
認
し
た
い
事
項
を
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
メ
モ
の
中
で
、
裁
判
所
が
、
控

訴
人
ら
に
主
張
の
整
理
を
求
め
た
事

項
が
、「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に

照
ら
し
、
本
件
避
難
計
画
が
ど
の
よ

う
な
点
に
お
い
て
具
体
性
な
い
し
合

理
性
を
欠
く
こ
と
が
明
ら
か
で
、
こ

れ
を
確
認
な
い
し
了
承
し
た
女
川
地

域
原
子
力
防
災
協
議
会
な
い
し
原
子

力
防
災
会
議
の
判
断
に
看
過
し
難
い

過
誤
や
欠
落
が
あ
る
と
い
え
る
、
こ

れ
に
よ
り
人
格
権
侵
害
の
具
体
的
危

険
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
ど
の
範
囲

の
住
民
な
の
か
。
」と
い
う
点
で
し
た
。

（
２
）
控
訴
人
ら
と
し
て
は
、
こ
の
確

認
事
項
に
応
え
る
べ
く
、

月
２
日

に
第
３
準
備
書
面
を
提
出
し
て
い
ま

す
。

仙台高裁は、第一回口頭弁論期日（２０２３年１０月２日）において、今後の進行について以下の判断枠組みの考え方を提
示しました。

この仙台高裁が示した考え方は、「仮処分決定」や「一審判
決」の不十分さ事実上指摘したもので、避難計画の中身の
審理に入ることを示す、大変注目される内容となっています。
私たちはこの裁判所の考え方に応えるため、１１月２日に第
３準備書面と証拠書面を提出し、いま被控訴人・東北電力の
回答を待っているところですが、それを前に、１２月２６日に突
如として、３回目の女川地域原子力防災協議会が開かれ、
アプリの活用など４項目を追加して避難計画の改定を行った
ことが報道されました。
この会議には、被告・東北電力も出席していますが、そこで

は私たちが裁判で指摘してきた「退域時検査場所が開設で
きるのか？」「一時集合場所でバスを待っていていいのか？」
については全く触れられておらず、間もなく提出される被控
訴人の回答が注目されます。
こうした状況の中での今回の法廷であり、私たちとしても、
裁判所がどのような指揮を執るのかは、判決にも関わる重大
関心事となっています。
ご支援いただいてきた皆様にも、一緒に見守っていただき
たく切にお願い申し上げます。

同
準
備
書
面
で
は
、
控
訴
人

ら
が
避
難
計
画
の
実
効
性
欠
如
の

理
由
を
「
検
査
場
所
を
開
設
で
き

な
い
」「
バ
ス
の
確
保
と
配
備
が
で

き
な
い
」
に
絞
っ
た
理
由
を
再
確
認

し
た
上
で
、
こ
の
２
点
に
つ
い
て
、

協
議
会
及
び
作
業
部
会
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
、
判
断
の
過

誤
欠
落
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
検
査
場
所
を
開
設
で

き
な
い
」
こ
と
は
こ
れ
ま
で
主
張
し

て
い
る
と
お
り
（
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
が
機
能
し
な
い
、
検
査
場
所

毎
の
必
要
最
小
限
の
レ
ー
ン
数
、

要
員
、
資
材
を
確
保
し
て
い
な
い
、

食
料
・
宿
泊
施
設
・
ト
レ
イ
を
確
保

で
き
ず
、
か
つ
搬
入
も
で
き
な
い

等
）
で
す
が
、
協
議
会
の
作
業
部

会
に
お
い
て「
開
設
の
条
件
は
何

か
」「
開
設
の
条
件
で
あ
る
レ
ー
ン
、

要
員
、
資
材
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
」「
開
設
の
条
件
で
あ
る
レ
ー

ン
、
要
員
、
資
材
、
食
料
、
宿
泊
施

設
、
ト
イ
レ
等
を
検
査
場
所
に
搬

入
で
き
る
時
期
は
い
つ
か
」「
避
難

車
両
が
検
査
場
所
の
周
囲
の
道
路

を
埋
め
る
前
に
そ
れ
ら
を
搬
入
で

き
る
か
」
等
は
議
論
の
対
象
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
議
論
も
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が「
判
断
の

欠
落
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
か
か
る
議
論
も
行
わ
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和

２
年
３
月

日
の
協
議
会
に
お
い

て
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針
等
に

照
ら
し
、「
具
体
的
か
つ
合
理
的
で

・福島原発事故後、IAEAの深層防護の徹底を求められるようになり、第５層が明らかに欠けているなら、１～４層に関係なく、

一定地域の住人への人格権侵害が認められる余地がある。

・本件避難計画については、原子力防災会議で具体的合理的と確認了承されていることも踏まえ、裁判所の審理対象は、このよ

うな避難計画の実効性審査につき、原子力災害対策指針に照らして、看過しがたい過誤があるかを判断することとなる。このよ

うな判断枠組みは、水戸地裁判決と同じである。


